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研究成果の概要（和文）：本研究は、文化的産物に着目し、文化において優勢な価値の維持・変容のプロセスに
ついて検討した。連続再生法を用いて文化的産物の維持・変容を調べた実験（実験1）およびその文化化による
効果（実験2）は限定的であったものの、文化的な価値と関連している選好に着目し、その動機づけへの影響を
日本・ドイツで調べた実験3では、相互協調に価値を置く日本では他者の選好が動機づけを促進させたのに対
し、ドイツではそのような傾向が見られなかった。さらにこの文化差には他者からの排除を回避しようという動
機づけがかかわっており、このような排除回避の動機づけが文化的に優勢な価値の再生産に関与している可能性
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This research focused on cultural products and examined the processes of 
changing and maintaining culturally dominant values. Although two studies using a serial 
reproduction method and investigating the change and maintenance of cultural products (Study 1) and 
examining the effect of acculturation on it (Study 2) were conducted, the findings were limited. 
However, Study 3 focused on preference related to culturally dominant values and examined its 
influence on motivation in Japan and Germany. In Japan where interdependence is shared as a 
culturally dominant value, others’ preferences fostered one’s motivation, whereas in Germany where
 independence is shared as a culturally dominant value, such a tendency was not found. Moreover, the
 cultural difference was associated with one’s motivation to avoid an exclusion by other group 
members. This suggests that this motivation to avoid an exclusion by other group members may relate 
to reproduction of culturally dominant values.

研究分野： 社会・文化心理学
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１．研究開始当初の背景 
文化心理学の研究は、人の心の性質がそれ

ぞれの文化圏で歴史的に培われてきた意味
体系や信念、価値、社会規範に応じて異なっ
ていることを明らかにしてきた。例えば、洋
の東西において「自己とは何か」に関する共
有された信念が異なり、北米を代表する西洋
文化においては相互独立的自己観が、日本や
韓国などの東アジア文化においては相互協
調的自己観がそれぞれ優勢であると考えら
れている (Markus & Kitayama, 1991)。 
一般的に、このような意味体系や信念は、

当該の文化におけるさまざまな慣習の実践
を通じ、認知、思考、感情、動機づけなどの
さまざまな心の性質へと反映されると考え
られている。加えて、近年、当該の文化にお
いて優勢な意味体系や価値を内包する物語
や芸術作品、マスメディアによる報道、企業
の広告といった媒体に注目し(注: Morling & 
Lamoreaux [2008] に基づき、以下ではそのよ
うな媒体の総称を文化的産物  [cultural 
products] と呼ぶ)、その内容を分析するとと
もに、そのような集合的表象と個人の心の性
質との相互関係を探索する試みもなされつ
つある。例えば、Kim and Markus (1999) は、
アメリカ人は韓国人よりもユニークなもの
を好むこと、そしてアメリカでは調和よりも
独自性をテーマとした広告が顕著であるの
に対し、韓国では独自性よりも調和をテーマ
とした広告が顕著であることを明らかにし
た。また申請者は、シンプルかつ文字情報に
寄らない文化的産物として幾何図形への色
の塗り方（塗り絵）に新たに着目し、日本と
北米の成人および子ども（未就学児）を対象
とした一連の実験を行い、1) 当該の文化にお
いて優勢な価値を反映し、日本の成人・子ど
もの塗り絵はより調和的であったのに対し、
北米の成人・子どもの塗り絵はより独創的で
あり、2)日本人は日本の特に調和のとれた塗
り絵を好みやすかったのに対し、北米人は北
米の特に独創的な塗り絵を好みやすく、3) 子
どもの塗り絵に対して、親はその文化で優勢
な価値を反映したフィードバックをしやす
いことを明らかにした。さらに申請者は、ア
ジア系カナダ人を対象とした実験も行い、ア
ジア文化に同化している参加者ほど日本人
の塗り絵を好むのに対し、カナダ文化に同化
している参加者ほど北米人の塗り絵を好む
といった文化化 (acculturation) の効果も見出
した (Ishii et al., in press, PSPB [2011-2013 年
度若手研究(B)による補助])。申請者のこの研
究成果は、文化的産物が当該の文化において
優勢な価値（西洋における独自性、東洋にお
ける調和）によって特徴づけられ、しかもそ
ういった価値と個人の選好は関連し合って
おり、人はそのような価値が反映された自文
化の文化的産物を暗黙のうちに選好し奨励
することでその価値の維持に寄与している
ことを示唆する。 

 

２．研究の目的 
過去 20 年間、さまざまな実証研究を通じ、

心の性質がそれぞれの文化圏で歴史的に培
われてきた意味体系や信念、価値、社会規範
に対応しており、しかもそれが内省指標や行
動指標のみならず、神経基盤に関する指標に
注目した場合にも確認されることが徐々に
わかってきている。このような脳科学への接
近が進む一方、文化を特徴づける意味体系や
信念、価値、社会規範がどのように維持、継
承されているのかについての理論的考察は
さほど進んでいない。そこで本研究では、以
下の 2 点を調査する。 
まず、連続再生法 (serial reproduction) を用

い、人から人へと塗り絵が再生されていった
ときに、その個々人が生きる文化において優
勢な価値がそこに付与され、強化されていく
のか、また、出発点となる塗り絵の性質とそ
れへの選好は、繰り返し再生されて塗り絵が
変容していくそのプロセスをどの程度調整
するのかを調べる。日米それぞれにおいて、
文化的な価値としてはニュートラルな塗り
絵を出発点に人から人への再生を繰り返し
ていき、そこで産出された塗り絵を比較した
場合には、連続再生の結果、日本では調和性
の高い塗り絵へと変容しやすいのに対し、ア
メリカでは独創性の高い塗り絵へと変容し
やすいだろう。また、調和的ないしは独創的
な塗り絵を出発点とした場合には、それが自
文化で優勢な価値と一致している場合には
変容しにくいのに対し、一致していない場合
には変容しやすく、調和性の高い塗り絵は、
アメリカにおいて独創性の高い塗り絵へと
変容しやすいのに対し、独創的の高い塗り絵
は、日本において調和性の高い塗り絵へと変
容しやすいだろう。しかしながら、当該文化
において優勢な価値観と個人の選好との関
連を踏まえると、たとえ自文化で優勢な価値
と一致した塗り絵であっても、それがその文
化の成員によって好まれていない場合には、
連続再生の結果、変容が生じやすいかもしれ
ない。ある価値が当該文化において優勢であ
るということは、その価値が暗黙のうちにそ
こに生きる人々に好まれているからに他な
らないが、本研究ではその点を切り分けた上
で、文化的価値の維持・変容においてその価
値に対する共有された好ましさがどのよう
な影響を与えるのかを探索的に調べる。 
次に、申請者の先行研究は塗り絵の好みの

みに注目して文化化による影響を調べたが、
塗り絵の産出、および連続再生法を用いた塗
り絵の再生についても引き続きそれによる
影響を検討する。 

 
３．研究の方法 
 研究 1：連続再生法を用いた文化的産物の
変容  
予備調査をもとに文化的価値に関してニ



ュートラルな塗り絵を選出し、それを出発点
として人から人へ再生していったとき、最終
的にどのような特徴をもった塗り絵になる
のかを日米において検討した。参加者は神戸
大学の日本人学生 48 名、ウィスコンシン大
学のアメリカ人学生 48 名であった。具体的
には、日米それぞれにおいて参加者を 3 人 1
組にし、最初の参加者にはそのニュートラル
な塗り絵を約 5 秒間提示した。そして妨害課
題（2 分間の計算課題）の後、その塗り絵を
再生するよう求めた。次の参加者にはその最
初の参加者が再生した塗り絵を用いて、同様
の手順で再生してもらった。最後まで終わっ
た後、別のニュートラルな塗り絵を用いて、
同じ再生課題を繰り返した。 
研究 2：文化的産物の産出における文化化に
よる影響 
アジア系カナダ人を対象とした申請者の

先行研究では、文化的習慣への参加等を通じ
て、カナダ文化への同化度が高い参加者ほど
アメリカ人の塗り絵を好み、元々のアジア文
化への同化度が高い参加者ほど日本人の塗
り絵を好んだ。本研究では、このような文化
化による影響が好みのみならず、文化的産物
の産出にも影響を与えている可能性につい
て検討した。先行研究同様、パッチワークの
図柄をもとにした幾何的なパターンをいく
つか用意し、1 人につき、2～3 個の図柄に色
鉛筆で色を塗ってもらった。その後、参加者
は先行研究と同様に文化化の程度を測る尺
度 (Vancouver Index of Acculturation; Ryder, 
Alden & Paulhus, 2000) に回答した。この塗り
絵の産出は、トロント大学のアジア系カナダ
人学生 46 名が行った。そしてこのようにし
た収集した塗り絵を神戸大学の日本人学生
81 名が、好み、独自性、調和性の観点から評
定し、この評定値をもとにして、アジア系カ
ナダ人の学生の塗り絵に含まれている独自
性・調和性と文化化の程度との関連を検討し
た。 
研究 3：価値を反映した選好と動機づけ  

 後述するように研究 1, 2 では思ったような
成果が得られなかったため、文化的産物にこ
だわらず、より日常的な慣習に含まれる価値
に着目し、その文化的価値と合う選好が動機
づけを促す可能性について日本・ドイツで検
討した。具体的には自身で選択ができる可能
性があったにもかかわらず、同じグループの
他の人間が選択をしてしまったときの反応
に注目した。調和の価値を反映した日常的慣
習とは、この場合、その選択内容をそのまま
受け入れることであり、独自性の価値を反映
した日常的慣習とは、この場合、その選択内
容を受け入れず、むしろ自身が選択できた可
能性を主張することである。日本人およびド
イツ人がどちらの価値に対応した行動をと
りやすいかをシナリオ実験 (日本人参加者
110 名、ドイツ人参加者 99 名) および行動実
験 (日本人参加者 114 名、ドイツ人参加者 119
名)を通じて検討した。 

 
４．研究成果 
 研究 1 に関しては、独自性および調和の価
値による影響を探索する以前の問題として、
どの程度正確に再生できるかどうかの個人
差および塗り絵間の差が大きく、そのような
理由で 3 人 1 組の鎖の中で一旦再生ができな
くなると、その後のデータ収集がうまくいか
なくなるという問題が生じた。このため期待
していたような文化差を検知できるところ
までいかず、実験パラダイムの再考が必要で
あることがうかがわれた。 
 実験 2 に関しては、まずアジア系カナダ人
の塗り絵に対する日本人の好み評定はその
調和性評定と正方向に強く相関していたの
に対し (r = .82)、好みと独自性の間は無相関
であった (r = .00)。これは先行研究 (Ishii et 
al., 2014) を追認するものであった。一方、そ
のアジア系カナダ人の文化化の程度と塗り
絵から評定された独自性と調和性との間に
は相関が見られなかった (.11 < r < -.04)。た
だし、カナダに住んでいる期間と塗り絵の独
自性との間には正の相関が見られ、有意傾向
であった (r = .24)。これは弱いながらも、カ
ナダに長く住むことでその文化環境におい
て優勢な価値観になじみ、それが塗り絵の産
出に反映されたことを示唆する。 
 実験 3 に関しては、まずシナリオ実験にお
ける日独の差異を調べたところ、ドイツ人と
比べて日本人は他者の選択に対してそのま
ま受け入れやすかったのに対し  (t(207) = 
5.89, p < .001)、日本人と比べドイツ人は自身
に選択があることを主張しやすかった。次に
行動実験では、参加者には 3, 4 人で課題を行
うことでグループ感を与え、その後、各参加
者に知能に関する課題を行ってもらった。そ
の際、参加者を 1) そのグループの誰かが代
表して各々が行う課題を決定したと教示さ
れる群 (選択なし群)、2) 自分が決定できる
と教示される群 (選択あり群)、3) 実験者が
割り当てると教示される群に分けることで、
その課題の成績における群間の差異を動機
づけの指標として分析した。教示にかかわら
ず、課題は同一内容であった。その結果、文
化と条件の交互作用が有意であった  (F(2, 
227) = 4.31, p = .01)。日本では、選択あり群と
比較し、選択なし群のほうが有意に成績がよ
かったのに対し (t(227) = -2.07, p = .04)、ドイ
ツでは選択なし群と比較し、選択あり群のほ
うが有意に成績がよかった (t(227) = 2.04, p 
= .04)。 
 さらにフォローアップとして、このシナリ
オ実験は一般人参加者を対象としたインタ
ーネット調査であったため、妥当性を高める
ために、学生サンプルでの追試を行った。そ
の際、プライミングの手法を用いることで、
参加者の排除回避傾向を高めるような操作
をした群を設けた。その結果、他者の選択の
受け入れやすさ (p = .01)、および自身の選択
についての主張のしやすさ (p < .001) のい



ずれについても文化差が追認できた。さらに、
プライミングの主効果も有意であり、排除回
避傾向が高められた群では、そうでない群と
比較し、他者の選択をそのまま受け入れる傾
向が強くなり (p = .03)、一方で自身の選択を
主張する傾向は弱くなった (p = .01)。これは、
間接的ながらも排除回避の動機づけが文化
的に優勢な価値の再生産に関与している可
能性が示唆するものである。 
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